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1．は じめに

地球大気に観られる慣性重力波の広域空間分布の研究
＊馬場峻司 （筑波大地球学類）

　Tanaka 〔1985），
　Tamaka 　and 　Kung （1988）で は大気

の エ ネルギースペ クトル解析に対し 3 次元ノー
マ ル モー

ド展開を応用 して い る，この 方法で は Hough 関数で展

開 す る こ とで 水平風 とジ オ ポ テ ン シ ャ ル を ロ ス ビー
波

成分， 慣性重力波成分に分離する こ とが出来る．以下 ，

慣性重力波を重力波 と表記する．Ter朋 aki 　and 　Tanaka

（2007）は こ の 手法に よ り JRA −25 （Japanese　25−year
Reanalysis）と ERA −40 （ECMWF 　40−year　Reanalysis）
で得たデ

ー
タか ら大気大循環の エ ネル ギー解析を行っ

た．結果 ， 両デー
タと も東西波数の 一3乗則 に は従 っ て い

るが，−3 乗則か ら一5／3 乗則へ の遷移をとらえ る に は至

らなか っ た．Terasaki　 et　aL （2011）で は気象庁全球η

面ガウ ス解析デー
タを用 い て 3 次元ノ

ー
マ ル モ

ー
ド展

開 に基 づ きエ ネルギ
ー

ス ペ クトル解析を行い 遷移を と

らえた．こ の 一3 乗則は ロ ス ビー波，
−3／5 乗則 は 重力波

の 性質だ とい う結果が明らかに された ．これ に よ り重

力波をモデル に よっ てとらえるこ とが確認されたが広

域空間分布に つ い て は まだよくわか っ て い な い．

2．目的

　高解像度モ デル の 発展 に よ り大気大循環で の 重力波

の 挙動をとらえ る こ とが可能 に な っ た．大気大循環 に

観 られ る 擾乱を 3次元ノ
ー

マ ル モ
ー

ド展開法に よ り ロ

ス ビー波と重力波に分解する．そ こ で ， 地球大気からロ

ス ビー
波成分を取 り除き，残 っ た重力波だけを抽出 した

場合に
， （こ れ を重力波ワ

ール ドと呼ぶ）その 広域空間

構造がどの よ うに分布す る の か を 調 べ る．

田中博 （筑波大計算科学）

ロ ス ビー波とほぼ一
致するの で こ こ では示 してい な い ．

これ は地衡風 を 主 とす る ロ ス ビー波成分と傾度風 に相

当す る オ リ ジ ナル データの 関係で説明で き る．遠心力

を考慮する傾度風 で は低気圧 （高気圧）は地衡風に比べ

強く（弱く）なる．こ の 差を担うの が重力波成分で ある

の で 上記．の よ うに な る．温 帯低気 圧 で の 重力波成分 の

中心気圧 の 寄与率は 2 割程度 で あるが，遠心力 の 強 い

台風 で は 7 割程度とな っ てい る．同じこ とが風 に つ い

て も言え る．等高線 の 接線方向へ の風速 は 地衡風成分

の ほ うが 強い た め，重力波成分 で はオ リジ ナル データの

低気圧周辺 で 高気圧循環を持つ 低気圧 となる事がわ

か っ た．
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3．使用データおよび解析手法

　気象庁全球 η面ガウス 解析データか ら水平風 ジオ ポ

テ ン シ ャ ル を 用 い る，期間は ，2008 年 9 月 1 日 00Z

か らの
一

カ月と，2009年 の 各月の 1 日 00Z とす る．

　こ れらの データ を 3 次元 ノー
マ ル モ

ー
ド展開法 に よ

り分解，得 られた データか ら解析を 行 っ て い く．重力波

ワ
ール ドに おける ジ オポテ ン シ ャ ル高度，東西，南北風

などの分布を空間的，時間的に 観察し，オリジ ナルデ
ー

タや ロ ス ビー
波成分の 各要素 と の 比較 を お こ な う．こ

れに より広域 の 重力波の 特徴をまとめ
， 大気大循環へ ど

の ような役割を果たしてい るの かを考察する．

4．結果 と考察

　解析の結果 ， オ リジナル デー
タの 低気圧周辺 ， 高気圧

周辺 で は，重力波成分 は どち らも低気圧 とな っ て い る

事が明 らかに なっ た （図 1）．なお，オリジ ナルデ
ー

タは
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図 1： 487hPa ジオポテ ン シ ャ ル 高度図，上か らロ ス ビー波

成 分
，
重力 波 成分，コ ン ター間隔は そ れ ぞれ 50m

，
5m と

な っ て い る．実線 は正 の 値，鎖線 は負 の 値を示す，ただ し，オ
リ ジナ ル デ

ー
タは 487hPa ジ オ ポ テン シ ャ ル高 度の 全球 平

均か らの 偏差で ある．
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